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第
6
章

国
呉
私
多
囚
聞

化
槽
の
処
理
水
を
流
せ
ば
川
は
汚
れ
ま
せ
ん。

こ
の
浄
化
槽
を
廃

止
し
て、

家
庭
排
水
の
処
理
を
下
水
処
理
場
に
ま
か
せ
る
の
て
は、

下
水
処
理
場
の
処
理
水
の
B
O
D
か
せ
い
ぜ
い
一

0
mg
/
0
程
度

で
す
か
ら、

こ
れ
で
は
川
は
か
え
っ
て
汚
れ
ま
す。

ま
た、

地
域
の
中
小
河
川
は、

地
域
で
処
即
さ
れ
て
い
た
水
が

下
水
道
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
川
に
水
が
流
れ
こ
ま
な
く
な
り、

水
無
し
川
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

川
の
流
批
を
確
保
す
る
た

め
に
は、

地
域
処
理
・

地
域
放
流
を
原
則
と
す
ぺ
き
で
す。

八
王
子
市
内
に
あ
る
大
学
の
処
狸
施
設
は、

B
O
D
が
低
く、

は
ん
と
う
に
透
き
と
お
っ
た
処
理
水
を
放
流
し
て
い
ま
す。

こ
の

よ
う
に
公
共
下
水
道
が
く
る
の
を
待
た
な
く
て
も、

個
別
の
処
理

施
設
で
り
っ
ぱ
に
水
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
す。

地
域
に
よ
っ

て
は、

小
規
模
の
共
同
処
理
施
設
で
十
分
対
応
で
き
ま
す
し、

流

域
下
水
道
の
建
設
費
用
に
く
ら
べ、

安
く
て
す
み
ま
す。

こ
れ
か
ら
は、

巨
大
な
技
術
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
公
共
下
水

道
に
た
よ
っ
て
浄
化
対
策
を
邁
進
さ
せ
る
の
で
は
な
く、

各
地
の

実
情
に
あ
わ
せ
た、

き
め
こ
ま
か
い
対
策
と
技
術
で
汚
れ
た
水
の

処
理
を
す
す
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す。

そ
し
て、

人
工
水
路
化
し
た
川
の
護
岸
•

河
床
を、

最
近
提
唱

さ
れ
て
い
る
近
自
然
工
法
な
ど
を
用
い
て、

生
き
物
た
ち
が
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
に
も
ど
し
て
や
る
こ
と
も

必
要
で
す。

飲
め
な
い
・
泳
げ
な
い
・
泡
だ
ら
け
の
多
摩
川、

水
量
の
少
な
い
多
摩
川、

下
水
の
放
流
先
と
し
て
の

多
摩
川、

こ
れ
ら
が
中
流
威
以
降
の
多
摩
川
に
対
し

て
私
た
ち
が
も
つ
イ
メ
ー
ジ
で
す。

多
摩
川
の
現
状

と
汚
濁
の
経
過
を
さ
く
り
な
が
ら、

多
摩
川
中
流
域

再
生
の
道
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う。
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第 6淮 迪えれ多摩川

図6-1

o-a 流入流量累積
→多摩川本川流量 多摩川本川流量と流入水量
1986年度
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* * * 
上流：多摩川上流処理場

立川 ：立川錦町処理場

国谷：国立谷保排水樋管

国立：国立排水樋管

南多：南多摩処理場

北多：北多摩 1号処理場

まずは多摩川本川の地点ごとの流量と汚れぐあいの概

要をグラフでみてみましょう。環境保全局が発表してい

るデータなどに碁づいて、多摩川本川の流量と流入河川

等の水量をグラフにしたものが図6ー_1で、多摩川本川

てこ魚窓るか

もか道か調布つ東急
探 ら ‘ ら て
つ汚そみ取左東
てれれる水側横

みてに景堰か‘ ‘線
ま い つ 色 玉が
しるづは‘川多
ょ の く 少 車 浄 摩
うで白な窓水川
°しいいの場を

よ帯川近間へ渡
う での 送る
かす流にると
゜゜れみ原き
水多とえ水‘
量摩‘まを渋
に川泡す取谷
つは立°水に
いどつ車す向

の
1

その他・・・"”.....”・
6.5% 

.• ・ ・ ・・ 
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立川鋒町処理場

‘ 
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上流処理場
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北多摩 1号
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平瀬) I I …•…···心"•……••一 ……··●.•· .•·

15.7% 

浅）11
24.3% 

秋）11
21.6% 

の
汚
れ
ぐ
あ
い
を
一
日
分
の
物
質
の
量
11
汚
濁
負
荷
量
（
濃
度

x

流
量
）
と
し
て
立
体
グ
ラ
フ
に
し
た
の
が
図

6ー

2

（
算
出
法
の

一
例
を
一

六
二
頁
に
記
し
ま
し
た
）
、
濃
度
で
示
し
た
の
が
図

6

|

3
で
す
。

小
河
内
ダ
ム
か
ら
は
年
平
均
で
毎
秒
六
•
五
而
の
水
か
流
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
摩
川
は
日
原
川
を
集
め
羽
村
取
水
堰
に
至
り
ま
す
。

そ
の
間
、
小
作
地
点
で
取
水
さ
れ
る
た
め
羽
村
取
水
堰
に
は
お
よ

そ
毎
秒
五
・

三
面
の
水
か
流
れ
着
い
て
い
ま
す
。
こ
の
地
点
で
の

水
質
は

B
O
D
が
年
間
で

0
・
八

mg/£
以
下
、
平
均
値
で

0
・

六

m
g
/
Q
、
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
索
が
常
に

0
・
0
0
m
g
/
Q
と
い

う
よ
う
に
き
わ
め
て
良
好
で
、
環
境
基
準
指
定
類
型
A
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、

A
A
も
満
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
良
好
な
水
の
大
部

分
が
、
小
作
浄
水
場
、
山
ロ
・
村
山
貯
水
池
、
東
村
山
浄
水
場
へ

と
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
堰
の
す
ぐ
下
流
に
は
水

多
摩
川
は
と
の
く
ら
い
汚
れ
て
い
る
の
G.
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筍6f泣甦えれ多摩川

図6-3 多摩川水系水質縦断変化図（昭和61年度）
出典 昭和61年度東京都水道局水質年報
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な
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r
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ア
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モ
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窒
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r
n
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窒
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七
m
g／
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の
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

多
摩
川
は
こ

の
後
、
平
井
川
、
秋
川
、
谷
地
川
を
右
岸
か
ら
集

め
、
左
岸
か
ら
残
堀
川
を
集
め
る
と
甲
州
街
道
が
走
る
日
野
橋
に

至
り
ま
す
。
こ
の
地
点
で
の
流
量
は
支
川
の
流
れ
込
み
の
ほ
か
に

都
市
下
水
路
、
屎
尿
処
理
場
か
ら
の
排
水
、
下
水
処
理
場
か
ら
の

排
水
も
集
ま

っ
て
い
る
の
で
、
毎
秒
八
・
七
面
に

ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
き
れ
い
な
秋
川
が
流
入
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ

の
地
点
で
の
水
質
は
B
O
D

が
年
間
平
均
値
四
•

-
m
g
/
£
、

ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
一
・
五
m
g
/
0
、
全
窒
索
五

．
o
m
g
/
Q
と

急
激
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
の
環
境
基
準
は

C
類
型
指
定
で

B
O
D
基
準
値
は
五
m
g/

0
以
下
で
す
。
こ
の
地
点
の

B
O
D
の
環
境
碁
準
適
合
率
（
測
定

値
が
環
境
基
準
値
以
下
で
あ

っ
た
回
数
の
割
合
）
は
六
七
％
で
す
。

一
般
に
は
適
合
率
七
五
％
以
上
の
状
態
を
「
環
境
甚
準
に
適
合
し

て
い
る
」
と
い
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
地
点
は

「環
境
基
準
不

適
合
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

汚
濁
負
荷
量
と
し
て
は
、

B
O
D
は
四

・
一

(mg
/
£
)
X
八

・

七
（
町
／
秒）

X
六
0
(
秒
）
X
六
〇
（
分
）
X
二
四
（
時
間
）
1
1
三
・

一
（
ト
ン
／
日
）
、
す
な
わ
ち

一
日
に
約
三
ト
ン
に
な
り
ま
す
。
同

様
に
、
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
は

一
ト
ン
／
日
、
全
窒
素
は
四
ト
ン
／

ン
／
日
に
も
逹
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

瀬
川
が
流
入
し
て
く
る
ま
で
の
間

摩
川
の
水
質
は
良
化
し
て
い
ま
す
。

川
が
流
入
し
、

調
布
取
水
堰
へ
と
至

っ
て
い
ま
す
。

［L_~三
／ 

用 日閲原
野布

水 野 戸 ダ
上毛取

I堰橋僑ム悶悶合

毒］ー匂屑汀 ' 3 .

基
準

二
％
で
す
。

£
で
、

（
砧
上
浄
水
場
付
近
）

多
摩
川
原
橋
を
過
ぎ
、
平

で
、
多

そ
の
後
、

多
摩
川
に
は
平
瀬

左
岸
か
ら
は
流
量
が
激
減
し
た
野
川
が
流
れ
込
み
、

こ
の
地
点
の

B
O
D
の
年
間
平
均
値
は
五
・

六

mg/
£
で
環
境

（
こ
の
地
点
は

C
類
型
指
定
）

適
合
率
は
四

ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
索
は
二
•

四
m
g/

負
荷
量
に
直
す
と

一
日
四
ト
ン
に
な
り
ま

す
。
全
窒
素
は
六

・
五
r
n
g
／
し
で
一
日

一
一
ト
ン
、

合
成
洗
剤
の
う
ち
陰
イ
オ
ン
表
面
活
性
剤
を
示
す

M
B
A
S
は
O
・
O
七
m
g
/
Q
で

一
日

一
0
0
kg

の
負
荷
量
に
な

っ
て
い
ま
す
。

は
水
道
水
源
の
環
境
基
準
の
最
低
の
も
の
と
し
て

あ
げ
ら
れ
て
い
る
水
道
三
級

£
以
下
）

か
く
ふ
え
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
水
質

(
B
O
D
は
三

mg/

に
も
遠
く
お
よ
び
ま
せ
ん
。

調
布
取
水
堰
地
点
に
お
け
る
年
間
平
均
流
最
は

毎
秒

一
九
而
と
日
野
橋
地
点
よ
り
毎
秒

一
〇

而
ち

問
題
と
な
る
の
は
そ
の
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第6J‘江 甦えれ多摩川

羽村取水堰。非灌漑期には、
虔

水は下流に ほとんど流さ れない。(1990年 2月）

調布取水堰。東横線のす ぐ上流にある

堰の修理もやり‘
。冬期は多摩川の水量が少なく、

やすい。(1990年 2月）
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煙

F

妊

悪

哉

(
gt
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王
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決

咲

咲

中
身
で
す
。
流
入
河
川
と
大
規
模
下
水
処
理
場
や
屎
尿
処
理
場
の

排
水
が
そ
の
中
身
で
す
が
、
後
の
節
で
述
べ
る
よ
う
に
水
質
が
悪

い
も
の
が
多
く
、
水
質
は
悪
化
し
て
い
ま
す
。
調
布
取
水
堰
地
点

の
様
子
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
も
う
少
し
く
わ
し
く
述
べ
ま
し

ょ

、つ
上
流
域
か
ら
中
流
域
に
か
け
て
の
多
摩
川
を
ざ

っ
と
み

て
き
ま

し
た
。
泳
い
だ
り
水
道
の
原
水
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
羽
村
取
水
堰

ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
泳
ぐ
に
も
水
道
用
に
も
で
き
な
い
ほ

〔咲辛＞〕ー

己’

戸

戸
口困⇔←

全
巴

165 

ど
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
①
い
ず
れ
の
水
質
指
標

も
み
な
、
羽
村
取
水
堰
を
境
と
し
て
下
流
側
で
悪
化
し
て
い
る
こ

と
、
②
浅
川
、
あ
る
い
は
大
栗
川
が
合
流
し
、
下
水
処
理
場
の
排

水
や
都
市
下
水
路
の
流
入
し
た
多
摩
川
原
橋
地
点
の
付
近
が
最
悪

で
、
③
砧
上
浄
水
場
の
あ
た
り
で
や
や
良
化
し
、
④
調
布
取
水
堰

に
至
る
ま
で
の
間
で
ま
た
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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図6-4 玉川浄水場水質（原水・エ水）周年変化図

出典 昭和61年l度東京都水道局水質年報
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調
布
取
水
堰
で
み
ら
れ
る

調
布
取
水
堰
地
点
の
水
量
と
水
質
は
水
道
局
に
よ
っ
て
測
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
一

九
八
五
年
と
一
九
八
六
年
の
測
定
結
果
を
水
道

局
発
行
の
水
質
年
報
か
ら
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
図

6
1
4
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ン

モ
ニ

ア
性
窒
索
は
濁
度
と
は
異
な
り
、

係
に
あ
り
ま
す
。

し
て
も
、

流
最
と
は
逆
の
関

そ
れ
に

そ
の
原
因
は
、

'’
 

}
 

、‘
、ヽ‘ヽ

、`

＾
 :

4
 

，． ^ 
，``  `9’` ‘  

た
ー一ーダ

＇ フ
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水
量
が
希
釈
効
果
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
図
で
は
冬
場
の
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
索
の
濃
度
が
夏

場
と
比
較
し
て
異
常
に
吉
向
く
な
っ
て
い
ま
す
。

冬

場
は
水
量
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
水
温
が
低
い
た
め
微
生
物
の
活

川
の
自
然
浄
化
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、下水

ま水洗いわ至
せ道剤るれる調
ん用にのてま 布
゜原よでいで取

水る し ま水水
と泡 よせ質堰
しでうん悪の
てすか ゜化水
は ゜ ゜ 今 が は
ま 一 ここ原 ヽ

、一
だの こ こ因ー
ま泡でので九
だでみ状水七
水わら況道 0
質かれは用年
がる る どと以
よよ白う し降
＜ う いなて現
あに泡つは在
り ‘はて使に

そ
の

2

白
い
泡
は
な
に

e.
。

ー

＇幽

II 
』

1 2 
‘,’
 

H
 

（
 

L
3
 

流
量
に
は
二
つ

の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
と
し
て
、
流

量
は
毎
年
の
傾
向
と
し
て
、
梅
雨
時
か
ら
夏
に
か
け
て
多
い

の
で

す
が
、
冬
場
に
は
毎
秒

一
〇

面
を
割
る
こ
と
が
多
く
、
そ
ん
な
と

き
の
多
摩
川
は
広
い
意
味
で
の
下
水
の
集
ま
り
と
い
え
ま
す
。
そ

の
第
二
は
、
こ
の
図
に
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
し

た
大
雨
が
降
る
と
す
ぐ
に
流
量
が
ふ
え
る
こ
と
で
す
。
特
に
都
市

部
の
降
雨
量
と
流
羅
増
大
の
間
に
緩
衝
帯
が
な
い
の
が
こ
の
川
の

特
徴
で
す
。
都
市
部
に
降
っ
た
雨
が
地
下
に
浸
透
す
る
量
が
き
わ

め
て
少
な
い
こ
と
の
現
れ
で
、
都
市
部
で
は
雨
水
が
地
下
浸
透
し

に
く
い
状
態
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
多
摩

川
は
都
市
河
川
の
典
型
な
の
で
す
。

濁
度
（
濁
り
の
度
合
）
は
流
量
が
多
い
ほ
ど
高
く
、
逆
に
流
量

が
少
な
け
れ
ば
低
い
、
こ
の
傾
向
は
川
が
流
域
の
土
砂
を
運
ぶ
と

い
う
原
則
を
示
し
て
い
ま
す
。

処
理
場
や
屎
尿
処
理
場
も
低
水
温
の
た
め
、

ち
て
処
理
能
力
が
低
下
し
、

の
相
乗
作
用
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

M
B
A
S
 （陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
）

の
変
化
と
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、

穏
や
か
で
、

う
に
み
え
ま
す
。

得
ま
せ
ん
。

微
生
物
の
活
動
が
落

放
流
水
水
質
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と

は
ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
索

冬
場
の
濃
度
上
昇
が
い
く
ら
か

た
だ
単
に
水
量
に
よ
る
希
釈
作
用
を
受
け
て
い
る
よ

次
の
節
で
ふ
れ
ま
す
が
、

実
は

こ
こ
の

M
B
A
S
は
こ
こ
か
ら
約
五
km
ほ
ど
上
流

で
多
摩
川
に
流
入
し
て
い
る
平
瀬
川
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い

の
で
す
。
平
瀬
川
か
ら
流
入
す
る

M

B
A
S
が
多
摩
川
本
川
に
よ
っ
て
希
釈
さ
れ
て
、

調
布
取
水
堰
に
到
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
水
質
で
は
水
道
用
原
水
と
し
て
最

低
の
基
準
で
あ
る
水
道
三
級
に
も
程
遠
く
、

浄
水
場
が
上
水
浄
水
場
と
し
て
甦
え
る
に
は
原
水

玉
川

水
質
が
今
も
っ
て
な
お
悪
す
ぎ
る
と
い
わ
ざ
る
を

167 
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そ
の
3

図6-5

匿響流入BOD負荷
鵬流入全リン負荷

（トン／日）
（百kg／日）

巡全窒泰負荷
碑流入MBAS負荷

（トン／日）
（百kg／日）

屯
庁
ハ負
荷

-」
[BOD

入舟さが
rd""~~ ロ点

4.00 

3.00 

2.00 

1. 00 

0.00 

羽彗〗門眉慧羞麗惜鼻国翌嗅贔門且訊竺森喝苫互頑誓汲阿h

多
摩
川
の
中
流
域
は
泳
ぐ
こ
と
も
水
道
の
原
水
に

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
汚
れ
て
い
る
こ
と
を
み

て
き
ま
し
た
。
そ
の
原
因
が
家
庭
排
水
、
下
水
処
理

場
、
屎
尿
処
理
場
に
あ
る
と
述
ぺ
て
き
ま
し
た
が
、

い
て
汚
濁
負
荷
量

（
汚
濁
質

も
う
少
し
発
生
源
に
つ

の
濃
度

x水
量
）
の
面
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

年
度
の
公
共
用
水
域
の
水
質
測
定
結
果

主
と
し
て
昭
和
六
一

て
グ
ラ
フ
を
作
成
し
ま
し
た
。

（
東
京
都
環
境
保
全
局
）
に
基
づ
い

ま
す
ど
ん
な
汚
濁
質
か
ど
の
地
点
で
流
れ
込
ん
で
い
る
の
か
、
そ

し
て
表
し
た
の
が
図
6ー

5
で
す
。
ど

の
様
子
を
立
体
グ
ラ
フ
に

の
項
目
を
み
て
も
、
浅
川
・

平
瀬
川
の
両
河
川
、
国
立
排
水

・
諏

い
る
）
、
多
摩
川
上

訪
排
水
の
両
樋
管
（
未
処
理
の
下
水
か
流
れ
て

水
処
理
場
が
多
摩
川
中
流
域
の
汚

流
・
北
多
摩
一
号
の
両
流
域
下

。
各
項
目
の
詳
細
に
つ
い
て
は

濁
源
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

流
入
汚
濁
負
荷
量
図
（
図
6ー

6
1
9

①
B
O
D
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

の
流
入

B
O
D
負
荷
量
と
そ
の
累

図
6ー

6
は
流
入
地
点
ご
と

の
B
O
D
負
荷
量
の
関
係
を
上
に
、

積
値
、
お
よ
び
、
多
摩
川
本
川い

順
に
円
グ
ラ
フ
で
示
し
た
も
の
を

流
入

B
O
D
負
荷
醤
を
大
き

下
に
併
記
し
た
も
の
で
す
。

最
初
に
上
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ー
拝
島
橋
間
で
は
日
量
O
・

B
O
D
の
流
入
負
荷
量
は
羽
村
堰

、
ト
ン
で
す
か
、
拝
島
橋
1
日
野
橋
間
で
は
ニ
ト
ン
に
ふ
え
て
い

て
は
日
量
八
ト
ン
に
も

ナま
す
。
日
野
橋
か
ら
多
摩
川
原
橋
に
か
け

達
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
都
市
下
水
路
（
未
処
理
の
下
水
が
流
れ

て
い
る
）
で
あ
る
国
立
排
水
樋
管
か
ら

一
日
ニ
ト
ン
、
都
市
下
水

路
化
し
て
い
る
浅
川
か
ら
は
同
ニ

・
五
ト
ン
、
北
多
摩

一
号
下
水

処
理
場
か
ら
は
同

一
ト
ン
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
多
摩
川
原
橋
よ

り
下
流
で
は
合
計
七
ー
八
ト

ン
の
負
荷
量
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ん

と
い

っ
て
も
平
瀬
川
か
ら
の
負
荷
量
が
大
き
く

一
日
三
ト
ン
に
達

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
三
沢
川
、
登
戸
排
水
、
諏
訪
排
水
樋
管
、

宮
内
排
水
樋
管
か
ら
の
負
荷
量
も
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

本
川
負
荷
量
か
そ
の
地
点
ま
で
の
流
入
負
荷
量
の
累
積
値
よ
り

小
さ
け
れ
ば
、
本
川
に
浄
化
作
用
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
多
摩
川
原
橋
か
ら
砧
下
浄
水
場
近
辺
に
か
け

て
、
か
な
り
の
浄
化
作
用
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

下
の
円
グ
ラ
フ
を
み
る
と
や
は
り
、
下
水
を
集
め
た
河
川
あ
る

い
は
排
水
樋
管
が
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

②
全
窒
素
に
つ
い
て
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

汚
濁
を
表
す
指
標
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ア
ン
モ
ニ
ア
性

窒
素
に
つ
い
て
は
測
定
地
点
が
少
な
い
た
め
、
残
念
な
が
ら
記
述

が
で
き
な
い
の
で
省
略
し
ま
す
。

図
6
_
7
は
富
栄
養
化
の
指
標
の

一っ

で
あ
る
全
窒
素
の
状
況

を
図
6
|
6
と
同
様
な
表
し
方
を
し
た
も
の
で
す
。

多
摩
川
を
汚
し
て
い
る
原
因
は

e.

168 

169 



第6i:,: 甦えれ多摩川

に
み
ら
れ
ま
す
が
、

程
度
は

B
O
D
よ
り
小
さ
い
よ
う
で
す
。

円
グ
ラ
フ
を
み
る
と
浅
川

・
平
瀬
川
・

国
立
排
水
樋
管
と
い

っ

た
、
下
水
が
多
く
流
入
し
で
い
る
河
川
も
し
く
は
樋
管
か
ら
、
お

よ
び
、

北
多
摩
一
号

・
多
摩
川
上
流

・
南
多
摩
の
各
流
域
下
水
処

理
場
と
立
川
錦
町
処
理
場
か
ら
の
負
荷
量
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
平
井
川
や
秋
川
は

B
O
D
が
低
い
も
の
の
、
全
窒
索
濃

度
が
す
で

に

一
mg/
£
を
超
え
て
い
る
の
が
気
に
な
り
ま
す
。

③
全
リ
ン
負
荷
量
は
？

窒
素
と
同
じ
く
富
栄
養
化
の
指
標

の

―
つ
に
な

っ
て
い
る
全
リ

ン
負
荷
量
の
様
子
は
、
全
窒
素
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

図
6
|

8
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
上
流
側
か
ら
み
て
い
く
と
、

順
に
多
摩
川
上
流
処
理
場
、
浅
川
、
北
多
摩

一
号
処
理
場
、
平
瀬

川
が
特
に
目
に
つ
き
ま
す
。
多
摩
水
道
橋
以
降
で

い
く
ら
か
の
自

浄
作
用
が
あ
る
よ
う
で
す
。
円
グ
ラ
フ
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
下
水

処
理
場
と
、
下
水
が
流
入
し
て
い
る
河
川

・
樋
管
か
ら
の
流
入
負

荷
量
が
相
前
後
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

④
M
B
A
S
 （
陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
）
は
？

図
6ー

9
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
上
流
か
ら
順
に
、
国
立
排
水

樋
符
、
三
沢
川
、
登
戸
排
水
、
平
瀬
川
、
諏
訪
排
水
樋
管
、
宮
内

排
水
樋
竹
な
ど
か
ら
の
流
入
が
多
く
、
下
水
処
理
場
か
ら
は
意
外

図6-6

D--0 流入BOD負荷累積
→却1JBOD負荷是
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製責流入BOD負荷量
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流
入
負
荷
量
は
拝

島
橋
を
過
ぎ
る
と
す

ぐ
に
多
摩
川
上
流
処

理
場
か
ら
の
そ
れ
が

ま
ず
目
だ
ち
ま
す

•
四
ト
ン

／

（
一

日）
。
日
野
橋
を
過
ぎ

る
と
浅
川
や
北
多
摩

一
号
処
理
場
か
ら
大

量
に
（
お
の

お
の
日

量
三
・ニ
ト
ン
、

ニ
・

ニ
ト
ン
）
流
入
し
て

い
ま
す
。
砧
下
浄
水

場
の
取
水
点
を
過
ぎ

る
と
平
瀬
川
か
ら
日

量
―
•
四
ト
ン
流
入

し
て
い
ま
す
。

自
浄
作
用
に
つ
い

て
は
B
O
D
の
場
合

と
同
様
に
砧
下
近
辺

と
少
な
い
よ
う
で
す
。

本
川
の
測
定
箇
所
が
少
な
い
の
で
厳
密
に
は

い
え
ま
せ
ん
が
、

自
浄
作
用
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
陰
イ
オ
ン
界
面
活

性
剤
の
分
解
性
が
嵩
く
な

っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、
こ
の

測
定
法
で
は
分
解
が
ど
の
程
度
す
す
ん
で
い
る

の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
こ
の
測
定
値
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
も
、
分
解
が
す
す
ん
で

無
害
な
も
の
に
ま
で
な

っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の
で
す
。

円
グ
ラ
フ

で
は
家
庭
排
水
を
含
む
河
川
な
ど
が
大
き
な
割
合
を

示
し
て
い
ま
す
。
下
水
処
理
場
は

一
0
位
以
内
に
顔
を
出
し
て
い

ま
せ
ん
。
下
水
処
理
場
で
分
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
が
、

や
は
り
ど
の
程
度
分
解
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
す
。

調
布
取
水
堰
の
白

い
泡
の
原
因
は
直
接
的
に
は
平
瀬
川
に
あ
る

よ
う
で
す
。
平
瀬
川
か
ら
大
量
に
流
入
し
た

M
B
A
S
が
上
流
か

ら
の
流
れ
に
よ

っ
て
希
釈
さ
れ
て
、
調
布
取
水
堰
に
流
れ
着
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
か
ら
、

（
陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
）

の
発
生
源
は
主
と
し
て
下
水
が
流
入
し
て
い
る
河
川
と
排
水
樋
管

か
ら
多
摩
川
に
流
れ
込
む
水
で
、
全
窒
素
と
全
リ
ン
の
場
合
は
そ

れ
ら
に
加
え
て
下
水
処
理
場
も
主
要
な
発
生
源
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。

B
O
D
と
M
B
A
S
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一
九
九
0
年
現
在
、

多
摩
川
に
は
四
つ
の

流
域
下
水
処
理
場
が

す
で
に
稼
動
し
て
い

ま
す
。
現
在
さ
ら
に

二
つ
の
流
域
下
水
処

理
場
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、

全
窒
索
と
全
リ
ン
に

つ
い
て
は
対
策
が
は

と
ん
ど
と
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
流
域
下
水

道
は
こ
こ
で
記
し
た

そ
の
処
理
水
の
水
質

以
外
に
も
多
く
の
問

題
を
か
か
え
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
第

5
章
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
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図6-9

用語解説

BOD:生物化学的酸素要求量 (BiochemicalOxigen Demand) 

栄養があると微生物はそれを酸素を用いて分解するので、消費さ

れる酸素量を計れば、その栄養分の量を知ることができます。一

般に食品系の排水、家庭雑排水、屎尿はBODが高く、 BODの

高い水はいわゆる不潔な水です。それは微生物によって分解され

やすく、そのとき酸素を消費するので、溶存酸素不足を起こすこ

とが多いのです。

KMn04消費量：過マンガン酸カリウム消費量

BODは微生物が水に含まれるある種の成分を分解するのに必要

とする酸素量であるのに対し、 KMn04消費量はある種の成分

を分解するのに必要な過マンガン酸カ リウムの量です。過マンガ

ン酸カリウムは微生物が分解できないものの一部も分解すること

ができます。過マンガン酸カリウム消費量の多い水は浄水場で塩

素と触れた時にト リハロメタンを生成しやすいので、問題になり

ます。

NH3-N:アンモニア性窒素 （アンモニアを形成している窒素分）

一般にタンパク質が生物によって分解されるとアンモニアになり

ます。屎尿、家庭雑排水、下水処理水に多く含まれています。し

たがって、 アンモニア性窒素の高い水もいわゆる不潔な水です。

アンモニア性窒素は浄水場に入ると酸素もしくは塩素を多く消費

します。1mg/ R,のNH3-Nは、理論値として約5.lmg/ R,の酸素

を、あるいは約7.6mg/ R,の塩素を消費するので、緩速濾過方式、

急速濾過方式いずれにと っても水道原水にアンモニア性窒素が

1 mg/ R,以上含まれることは重大な障害となります。

MBAS:メチレンブルー活性物質 （陰イオン界面活性剤）

いわゆる合成洗剤の濃度を知るための一般的な指標です。合成洗

剤には種類が多く、そのすべてを区別して分析するのはむずかし

く、日常的にはこの指標を使って、陰イオン界面活性剤のみを測

定しています。家庭でよく用い られている洗濯用の合成洗剤がこ

れに当たります。浄水場の普通の処理ではこれを除去することは

できません。河川などでの泡立ちのみならず、健康への心配があ

ることは広く知られています。
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そ
の
他
の
水
利
用

東
京
都
（
市
部
も
含
め
て
）
は
水
道
水
源
の
お
お

よ
そ
二

0
％
に
あ
た
る
日
量
平
均
約
一

0
0
万
面
の

水
を
多
摩
川
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
川
崎
市
は
水
道
用

と
し
て
毎
秒
約
0
•

六
面
の
伏
流
水
を
取
水
で
き
ま

す
が
、
今
は
取
水
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

わ
ず
か
で
す
が
、

工
業
用
水
と
し
て
、
あ
る
い
は
農

東
京
の
水
道
水
源
と
し
て

多
摩
川
と
い
え
ば
玉
川
上
水
と
玉
川
兄
弟
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

東
京
都
の
水
道
の
も
と
は
こ
の
玉
川
上
水
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
の

調
布
取
水
堰
か
ら
は
現
在
水
質
悪
化
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
水
道
水
源
と
し
て
の
取
水
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

東
京
都
が
多
摩
川
に
も
っ
て
い
る
上
水
道
用
水
利
権
の
合
計
は
、

玉
川
浄
水
場
の
分
も
含
め
年
平
均
で
毎
秒
約
一
九
面
に
な
り
ま
す
。

水
道
用
と
し
て
東
京
都
以
外
で
は
川
崎
市
が
毎
秒
0
•

四
而
の

水
利
権
を
稲
田
に
、
同
0
・
ニ
面
を
下
流
部
に
近
い
宮
内
に
も
っ

て
い
ま
す
が
、
共
に
今
は
使
用
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

工
業
用
水
と
し
て
は
、
東
京
都
、

川
崎
市
、
民
間
企
業
が
水
利

権
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
合
計
は
毎
秒
約
五

・
ニ
面
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
内
の
約
三
面
／
秒
は
調
布
取
水
堰
よ
り
下
流
の
汽
水

（
海
水
と
真
水
が
混
じ
り
合
っ
た
状
態
の
水
）
利
用
で
す
。
東
京

都
は
調
布
取
水
堰
に
あ
る
上
水
道
用
水
利
権
の
行
使
を
停
止
し
て

い
る
か
わ
り
に
、
そ
の

一
部
を
工
業
用
水
用
と
し
て
流
用
し
て
い

ま
す
。
川
崎
市
は
毎
秒
ニ
・三
五
面
の
工
業
水
道
用
水
利
権
を
も

っ

て
い
ま

す
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る
の
は

、

毎
秒
0
•

六
面
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

発
這
川
水
と
し
て
、
上
流
部
に
常
時
は
毎
秒
約
ニ
ニ

・
六
面
の

水
利
椛
を
求

1
1

小
都
交
通
局
と
東
京
電
力
が
保
有
し
て
い
ま
す
。

業
用
水
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
4

多
摩
川
の
特
徴

三

0
年
代
ま
で
は
こ
の
玉
川
上
水
に
ま
る
ま
る
頼

っ
て
い
た
と
い

え
ま
す
。

現
在
は

一
度
小
河
内
貯
水
池
に
た
め
こ
み
、
発
電
用
も
か
ね
て

放
流
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
小
作
取
水
堰
も
し
く
は
羽
村

取
水
堰
で
取
水
し
て
い
ま
す
。
そ
の
量
は
合
計
で
毎
秒
ニ
ニ
・

ニ

而
（
年
間
平
均
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
作
取
水
堰
や
羽
村
取
水

堰
で
取
水
さ
れ
た
水
の
行
き
先
に
つ
い
て
は
第
2
章
「
そ
の

1
」

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
話
を
下
流
に
む
け
て
す
す
め
ま
す
。

秋
川
最
下
流
部
、
多
摩
川
に
注
ぎ
込
む
直
前
の
地
点
で
八
王
子

の
高
月
浄
水
場
が
伏
流
水
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
水
量

は
毎
秒
0
•
五
面
た
ら
ず
で
す。

砧
上

・
下
の
両
浄
水
場
は
お

の
お
の
多
摩
川
の
伏
流
水
を
取
水

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
点
の
表
流
水
の
水
質
は
水
道
水
源
と
し
て

は
不
適
で
す
が
、
伏
流
水
は
緩
速
濾
過
法
に
た
え
る
水
質
で
す
。

農
業
用
水
と
し
て
は
、
慣
行
水
利
権
も
含
め
る
と
、
合
計
毎
秒

約

一
七
面
の
水
利
権
が
張
り
付
い
て
い
ま
す
。
本
川
で
は
昭
和
用

水
、
日
野
用
水
、
府
中
用
水
、
本
宿
用
水
、
大
丸
用
水
、

ニ
ヶ
領

用
水
な
ど
が
、
支
川
で
は
豊
田
用
水
、
平
山
用
水
な
ど
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
業
用
水
は
現
在
で
は
灌
漑
面
積
が

少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
消
費
さ
れ
ず
に
川
に
還
流
し
ま
す
。
一

部
で

は
、
未
処
理
の
家
庭
下
水
の
流
入
先
に
な

っ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。以

上
か
ら
、
多
摩
川
は
羽
村
の
取
水
堰
を
境
に
、

利
用
の
さ
れ

方
が
異
な

っ
て
い
ま
す
。
羽
村
取
水
堰
よ
り
上
流
で
は
水
道
用
水

と
し
て
、
今
も
さ
か
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽
村
取
水
堰
よ

り
下
流
で
は
伏
流
水
以
外
は
水
道
用
の
水
利
権
が
確
保
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
現
在
で
は
使
用
が
停
止
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
エ

業
用
水
道
の
原
水
と
し
て
も
歓
迎
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理

由
は
水
質
が
悪
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
多
摩
川
中
流
部
は
下
水
や

下
水
処
理
場
の
排
水
放
流
先
と
し
て
の
機
能
が
主
と
な

っ
て
し
ま

い
、
そ
の
ほ
か
の
利
用
が
は
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
そ
の

特
徴
で
、
こ
れ
も
都
市
河
川
の
典
型
と
い
え
ま
す
。

多
摩
川
の
水
は
と
う
使
わ
れ
て
い
る
の
6.
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図6-10 多摩川経年変化（調布取水堰）
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図6-11

東京都の八口の変遷
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東
京
都
毎
』
よ
り
作
成

東
急
東
横
線
田
園
調
布
駅
か
ら
徒
歩
五
分
の
と
こ

。
こ
の
浄
水
場
は
調

ろ
に
玉
川
浄
水
場
が
あ
り
ま
す

布
取
水
堰
か
ら
原
水
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
一

九
七

0
年
か
ら
原
水
の
水
質
悪
化
で
水
道
水
を
つ
く

る
こ
と
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
多
摩
川
の
水
質
が
致

命
的
に
悪
化
し
た
の
は
実
は
わ
ず
か
五
年
ほ
ど
の
あ

い
だ
の
で
き
ご
と
な
の
で
す
。

玉
川
浄
水
場
で
は
浄
水
場
が
そ
の
機
能
を
停
止
し
て
い
た
間
も

調
布
取
水
堰
地
点
の
水
量
と
水
質
を
測
定
し
つ
つ
け
て
い
ま
す
。

ノ
・
過
マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム

ア
ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
・
塩
素
イ
オ
、

消
費
量
に
つ
い
て
は一

九
三
六
年
度
か
ら
、

（
陰
イ
オ

、
て
は
発
泡
騒
ぎ
が
起
き
た
後
の

一
九
六

ン
界
面
活
性
剤
）
に
つ
し

て
は
玉
川
浄
水
場
が
上
水
浄
水
場

四
年
度
か
ら
、

B
O
D
に
つ
い込

ま
れ
た
年
の

一
年
前
で
あ
る

一
九

と
し
て
の
機
能
停
止
に
追
い
、

、
C
O
D
は
玉
川
浄
水
場
が
エ
水
浄
水
場
と
し
て

六
九
年
度
か
ら九

七
九
年
度
か
ら
測
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
か
ら
用
い
ら
れ

再
開
し
た

一

生
活
系
排
水
に
よ
る
汚
濁
の
指
標
と
し
て
古

・
過

マ
ン
ガ
ン
酸
カ
リ
ウ
ム
消
費
量

・
ア
ン

て
い
る
塩
素
イ
オ
ン

モ
ニ

ア
性
窒
素
お
よ
び
、

M
B
A
s
.
B
O
D
.
C
O
D
の
経
年

0
、
11
に
示
し
ま
し
た
。

口
の
経
年
変
化
を
図
6ー

1
ウ
ム
消
費
量

・
ア

ン
モ
ニ

変
化
と
人

塩
素
イ
オ
ン

・
過
マ

ン
ガ
ン
酸
カ
リ

一
九
五
五
年
頃
か
ら
上
昇
を
始
め
、

一
九

ア
性
窒
素
は
い
ず
れ
も

け
て
急
上
昇
を
示
し
、
早
く
も

一

六
0
年
か
ら
一
九
六
五
年
に
か

い
ま
す
。
こ
の
短
期
間
に
こ
れ

羹
七
年
に
は
最
古向
値
に
達
し
て

み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

ほ
ど
の
水
質
悪
化
が
か

つ
て

水
道
水
を
つ
く
れ
な
く
な
つ
だ
の
G.

玉
川
浄
水
場
は
と
う
し
て

178 
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こ
~, 
ら

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
塩
索
は
主
と
し
て
殺
菌
を
目
的
と
し

て
つ
か
わ
れ
て
い
た
の
で
、

こ。f
 
一
九
六

0
年
に
な
る
と
ア
ン

モ
ニ

ア
性
奎
索
が
上
昇
を
始
め
、

急
速
濾
過
方
式
は
以
前
の
ま
ま
で
は
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、

そ

の
対
策
と
し
て
前
塩
索
処
理
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
に
は
多
摩
川
の
塩
素
イ
オ
ン
も
上
昇
し
始
め
て
お
り
、
家

庭
排
水
の
流
れ
込
み
が
ふ
え
始
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
以
降

一
九
六
四
年
ま
で
多
摩
川
の
水
質
は
悪
化
の

一
筋
を

た
ど
り
、

理
に
粉
末
活
性
炭
を
使
い
始
め
て
い
ま
す
。

の
注
人
設
備
が
な
く
、

で
注
入
し
て
い
ま
し
た
。

て
前
塩
索
注
入
量
が
ま
す
ま
す
ふ
え
、

が
低
下
す
る
の
で
、

ラ
フ

で
は
、

図6-12 多摩川水質と薬品注入量

い
わ
ゆ
る
後
塩
索
処
理
が
中
心
で
し

多
摩
川
は
泡
を
吹
き
出
し
、

願朧急塩素トン
.... ・ ·• NH3-N 

巡巡緩塩秦トン
"'"'KMn04 

珍急活炭トン
z ・・・Z MBAS 

区翠緩活炭トン

一
九
六
二
年
に
は
浄
水
処

塩
索
と
合
わ
せ
た
掘
を
記
し
て
あ
り
ま
す
）
。

当
時
は
粉
末
活
性
炭

職
員
が
い
つ
も
真
っ
黒
に
な

っ
て
手
作
業

ふ
え
つ
づ
け
る
ア
ン

モ
ニ
ア
対
策
と
し

そ
の
結
果
と
し
て
水
の
JH

中
和
の
た
め
の
ア
ル
カ
リ
剤
の
注
入
量
も
ふ

え
ま
し
た
。

塩
素
注
入
量
か
浄
水
場
の
施
設
能
力
を
こ
え
た
た
め
、

後
塩
素
の
補
強
と
し
て
急
き
ょ
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
の
注
入
設
備

を
設
け
、
次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
も
用
い
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
グ

次
亜
塩
素
酸
ソ
ー
ダ
に
つ
い
て
は
塩
索
に
換
算
し
て
、

九
六
三
年
に
は
緩
速
濾
過
方
式
分
に
も
前
塩
索
を
加

韮

注

ト
ン

40.00 
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炭

そ
の
原
因
は
？
押
し
寄
せ
る
人
口
集
中
と
都
市
圏
の
爆
発
的

広
が
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
排
水
処
理
が
ま

っ
た
く
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
と
、
屎
尿
の
農
地
還
元
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、

化
学
肥
料
の
過
剰
施
肥
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
合
成

洗
剤
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
と
い
え
ま
す
。
多
摩
川
が
泡
だ
ら
け

に
な

っ
て
も
そ
の
と
き
は
原
因
が
わ
か
ら
ず
、
海
外
の
文
献
を
頼

り
に
し
た
と
こ
ろ
合
成
洗
剤
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
す
。
そ
の
後
分
析
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
は

も
う
す
で
に
泡
が
立
ち
始
め
る
最
低
の
濃
度
（
発
泡
限
界
）
と
さ

れ
る
0
•

五
m
g／
し
を
は
る
か
に
こ
え
る
状
態
に
な

っ
て
い
た
の

で
す
。
こ
の
頃
の
玉
川
浄
水
場
で
の
対
応
を
当
時
(
-
九
五
七
年

か
ら

一
九
六
九
年
）
の
記
録
か
ら
拾

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

図
6
|
1
2
は
水
道
局
の
当
時
の
事
業
年
報
に
記
載
さ
れ
て
い
る

テ
ー
タ
を
拾
い
集
め
て
調
布
堰
地
点
の
多
摩
川
の
水
質
（
玉
川
浄

水
場
の
原
水
の
水
質
）
の
変
遷
と
浄
水
薬
品
の
注
入
量
の
変
遷
と

の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
す
。
な
お
水
質
の
変
遷
に
つ
い
て
は
図

6
|
1
0
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

当
時
玉
川
浄
水
場
は
緩
速
濾
過
方
式
で
日
塁
約
五
万
而
、
急
速

濾
過
方
式
で
同
じ
く
約

一
0
万
面
の
上
水
を

つ
く

っ
て
い
ま
し
た
。

一
九
五
九
年
ま
で
は
水
質
が
良
好
で
、
浄
水
作
業
に
問
題
は
生
じ

え
る
事
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

緩
速
濾
過
池
は
本
来
は
砂
層
表
面

に
形
成
さ
れ
た
生
物
膜
で
浄
化
す
る
の
が
原
理
で
す
が
、

き
は
す
で
に
粉
末
活
性
炭
が
注
入
さ
れ
て
お
り
、

真
っ
黒
で
生
物
は
光
合
成
が
で
き
ず
、

砂
層
表
面
は

緩
速
濾
過
池
本
来
の
機
能

を
十
分
に
は
果
た
し
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

え
て
前
塩
索
の
注
入
で
生
物
膜
を
形
成
す
る
微
生
物
は
殺
さ
れ
て

し
ま
い
、

「
緩
速
濾
過
」

一
九
六
五
年
に
入
る
と
多
摩
川
の
水
質
悪
化
の
進
行
は
止
ま
る

も
の
の
改
善
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

A
 カ

ら
配
水
さ
れ
て
い
る
地
域
の
人
に
カ
シ
ン
・
ベ

ッ
ク
病
を
疑
わ

せ
る
人
の
割
合
が
多
い
と
い
う
調
査
結
果
と
、

実
験
の
結
果
、

報
告
も
出
さ
れ
、

し
た
。
そ
し
て

つ
い
に

一
九
七

0
年
九
月
二
八
日
、

原
水
の
水
質
悪
化
と
カ
シ
ン
・
ベ
ソ
ク
病
を
ひ
き
お
こ
す
と
い
う

疑
い
の
た
め
に

か
ら
の
取
水
が
全
面
停
止
さ
れ
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

こ
の
と

そ
れ
に
加

の
利
点
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

玉
川
浄
水
場

そ
の
原
因
は
動
物

玉
川
浄
水
場
か
ら
の
水
に
あ
る
よ
う
だ
、

安
全
性
そ
の
も
の
が
疑
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま 、

1

・ヽ

と
し

こ
の
よ
う
な

「
調
布
取
水
所
に
お
け
る
原
水
の
取
水
基
準
と
玉

川
浄
水
場
に
お
け
る
浄
水
の
管
理
基
準
を
よ
り
厳
格
に
設
定
、
安

全
基
準
を
高
め
て
か
ら
取
水
を
再
開
す
る
」
と
し
て
調
布
取
水
堰

玉
川
浄
水
場
は
上
水
浄
水
場
と

し
て
の
機
能
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
す
。
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成

こ
れ
に
当
た
り
東
京
都
は
玉
川
系
水
道
水
質
調
査
会
に
つ
ぎ
の

二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
調
査
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

一
、
調
布
取
水
所
に
於
け
る
原
水
の
取
水
基
準
の
設
定

二
、
玉
川
浄
水
場
に
於
け
る
浄
水
の
管
理
甚
準
の
設
定

玉
川
系
水
道
水
質
調
査
会
は

一
九
七
二
年
三
月
八
日
に
美
濃
部

都
知
事
に
対
し
右
記
の
件
に
関
す
る
答
申
書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

同
会
は
答
申
書
に
取
水
基
準
な
ど
を
記
し
た
う
え
で
、

ー、

多
摩
川
の
水
と
カ
シ
ン

・
ベ
ッ

ク
病
と
の
因
果
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
に
は
、
さ
ら
に
実
験
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

2
、
仮
に
病
因
物
質
が
あ
る
と
仮
定
し
て
も
、
活
性
炭
を
十
分

に
使
用
し
て
処
理
を
お
こ
な
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
物
質
は
除

去
で
き
る
。

3
、
東
京
都
は
多
摩
川
の
清
浄
化
を
図
る
諸
施
策
を
強
力
に
推

進
し
て
、
水
道
水
源
の
確
保
に

一
層
の
努
力
を
払
う
べ
き
で

あ
る
。

4
、
生
活
環
境
基
準
を
超
え
る
よ
う
な
水
質
の
原
水
を
取
水
す

る
際
は
、
高
度
の
水
処
理
を
お
こ
な
う
と
共
に
水
質
保
全
の

た
め
の
監
視
の
強
化
を
は
か
り
、
水
道
水
の
安
全
を
確
保
す

る
措
置
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

も
う
絶
対
に
危
険
は
な
い
と
い
う
と

技
術
の
検
討
を
お
こ
な
い
、

こ
ろ
ま
で
い

っ
て
、
水
道
の
水
と
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
に
し
た

い
。
再
開
時
に
は
ま
た
今
の
よ
う
な
審
議
会
を

つ
く
っ

て
、
十
分

」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
都
知
事
は
談
話
の
な

検
討
を
し
て
も
ら
う

か
で
停
止
中
の
玉
川
浄
水
場
に
つ
い
て
は
、

「非
常
な
干
ば
っ
時
に

は
玉
川

（
浄
水
場
）

の
水
利
用
が
断
水
を
救
う
こ
と
に
な
り
う
る

の
で
、
い

つ
で
も
水
は
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
」
と
し
て

い
ま
す
。

玉
川
浄
水
場
が
上
水
浄
水
場
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
て
か
ら

そ
の
間
多
摩
川
の
水
質
は
さ
し
て

今
年
で
二

0
年
に
な
り
ま
す
。

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
（
今
日
の
こ
と
は

改
善
さ
れ
る
こ
と
な
く

本
章

「そ
の
1
」
「
そ
の
2
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
。

一
九
七

一
年
に
東
京
都
が
策
定
し
た

「都
民
を
公
害
か
ら
防
衛

l

九
八

0
年
に
は
調
布
取
水
堰
地
点
は

す
る
計
画
」
に
よ
れ
ば
、

£
以
下
）
を
満
足
す
る
こ
と

環
境
基
準

c類
型

(
B
O
D
五
mg/

に
し
て

い
ま
す
が
、
目
標
年
次
か
ら

一
0
年
も
過
ぎ
た
現
在
で
も

ま
だ
満
た
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

同
計
画
で
は
最
終
目
標
値
と
し
て
、

利
水
面
お
よ
ぴ
自
然
保
護
の
面
か
ら

B
類
型

(
B
O
D
三

mg/
£

い
つ
に
な

っ
た
ら
こ
の
計
画
は
達

以
ド
）
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
調
査
会
答
申
は
当
時
の
給
水
能
力
不
足
と
い
う
背
景
を
考

應
し
て
取
水
再
開
を
結
論
と
し
た
も
の
で
す
。
調
査
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
半
谷
高
久
氏
は
こ
の
結
論
に
同
意
で
き
な
い
と
し
て
、

途
中
で
調
査
会
の
メ
ン
パ
ー
か
ら
し
り
ぞ
き
、

氏
の
見
解
を
美
濃

部
都
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
主
旨
は
、

1
、
安
全
性
確
認
の
努
力
が
不
十
分
。

2
、
浄
水
処
理
に
お
け
る
活
性
炭
処
理
技
術
過
信
の
不
安
。

先
例
と
し
て
、
水
俣
病
や
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
の
病
因
物

質
は
当
時
の
科
学
技
術
者
が
予
測
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
事

実
が
あ
る
こ
と
。

3
、
給
水
量
の
不
足
は
、
節
水
、
漏
水
防
止
の
強
化
で
克
服
す

べ
き
で
あ
る
。

と
い
う
内
容
で
す
。
こ
の
内
容
は
現
在
に
も
通
用
す
る
も
の
で
す
。

美
濃
部
都
知
事
は
こ
れ
ら
を
受
け
て
同
日
「
現
在
の一

般
的
な

水
道
技
術
で
は
安
全
な
水
を
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
は
ど
多

摩
川
の
水
質
が
悪
い
こ
と
、
カ
シ
ン

・
ベ
ッ
ク
病
に
つ
い
て
も
ま

だ
完
全
に
安
全
と
は
い
い
切
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
、
玉
川

（
浄
水
場
）
の
水
を
す
ぐ
水
道
の
水
と
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
し
、
供
給
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
す
る
」
と
の
談
話

を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
多
摩
川
の
浄
化
計
画
の
推
進
、
水
道

「都
民
を
公
害
か
ら
防
衛
す
る
計
画
」
に
盛
ら
れ
て
い
た
目
標

こ
と
の
責
任
は
ま
ず
第

一
に
東
京
都
に
あ

が
達
成
さ
れ
て
い
な
い

り
ま
す
。

東
京
都
が
本
気
に
こ
れ
に
書
か
れ
た
施
策
を
実
施
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
が
最
大
の
原
因
で
す
。

今
後
、
今
ま
で
の
東

示
都
の
姿
勢
を
な
お
さ
せ
る
運
動
が
必
要
で
す
。

こ
の
計
画
の
技
術
上

の
大
き
な
誤
り
は
流
域
下
水
道
の
普
及
に

）
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
簡
単
に
実
績

全
面
依
存
し
て
い
る
}

に
即
し

て
技
術
上
の
問
題
点
の
み
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。

1
‘

金
食
い
虫
の
流
域
下
水
道
方
式
を
と

っ
た
た
め
に
、
下
水
道

の
普
及
に
長
い
年
月
を
骰
や
し
て
い
る
。

2
、
流
域
下
水
道
方
式
で
あ
る
た
め
に
、
残
堀
川
や
野
川
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
支
川
の
流
撮
が
激
減
し
た
。

3
、
前
述
の
よ
う
に
、
現
在
の
処
理
方
式
で
は
処
理
水
の
水
質
に

問
題
が
多
い

。

4
、
合
流
式
下
水
道
で
は
、
雨
天
時
に
大
量
の
汚
濁
物
質
が
雨
水

吐
と
下
水
処
理
場
の
最
初
沈
澱
池
か
ら
排
出
さ
れ
る
。

J

れ
ら
の
誤
り
を
認
め
、
下
水
道
政
策
を

東
京
都
は
少
な
く
と
も
}

根
本
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

行
政
の
責
任
は
？
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1'l；えれ多1年川

二
、
玉
川
浄
水
場
が
上
水
浄
水
場
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
て
い

人
間
の
本
性
と
し
て
、
不
快
な
も
の
は
遠
ざ
け
よ
う
と
し
ま
す
。

問
題
は
遠
ざ
け
方
で
す
。
今
ま
で
の
私
た
ち
は
安
易
な
方
法
を
選

放
流
先
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
利
水

・
親
水
の
川
か
ら
、
排

水
の
川
へ
と
か
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
今
の
多
摩
川

は
東
京
湾
に
対
す
る
大
き
な
汚
濁
源
で
も
あ
り
ま
す
。
多
摩
川
に

そ
そ
ぎ
込
む
中
小
河
川
が
汚
れ
て
ダ
メ
に
な

っ
て
ま
も
な
く
多
摩

川
も
利
水
価
値
の
な
い
、
市
民
か
ら
親
し
み
を
も
た
れ
な
い

川
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
息
う
と
き
、

川
を
守
る
こ
と
の
延
長
は

海
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
。
利
水
や
親
水

の
価
値
が
な
い
海
や
川
、
そ
ん
な
海
や
川
を
人
間
が
つ
く
り
だ
し

て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
人
間
は
よ
そ
に
代
替
の
も
の
を
獲
得

せ
ず
に
は
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
積
み
重
ね

が、

「
都
市
部
の
、
よ
そ
か
ら
の
収
奪
」
で
す
。
そ
し
て
こ
の
繰
り

返
し
が
、

地
球
規
模
の
諸
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

健
全
な
生
態
系
の
な
か
で
の
み
人
間
は
生
き
て
い
け
る
の
だ
、

と
い
う
大
前
提
を
思
い
起
こ
す
な
ら
ば
、
多
摩
川
の
水
質
悪
化
状

態
の
継
続
が
既
に
多
摩
川
の
生
態
系
を
破
壊
し
て
い
る
こ
と
を
重

視
し
、
健
全
な
生
態
系
が
身
近
に
あ
る
こ
と
の
重
要
さ
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
、
い
ま
多
摩
川
を
問
題
に
す
る
と
き
に
も

っ
と
も
大

切
な
出
発
点
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
摩
川
再
生
、

玉川浄水場再開の意義

かはのすん飲
でな川るなめ多
こいと こ川る摩
そでのとに ‘川
‘ し つ が す 泳 の

健康 よき不るげ再
う合可にる生

なかい欠は ‘を

生 ゜方で水釣多
活すをす質つく
もばか ° をたの
支らえそ改魚人
えしるの善をが
らい必たし食願
れ自要め ヽへ＊ つ

る然がに水らて
の環あは量れい
で境る今をるま
すののま保 ‘す
° なでで障そ ゜

択
し
て
き
ま
し
た
。

を
立
て
る
と
い
う
こ
と
を
避
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

れ
ば
、

ち
は
し
ば
し
ば
「
臭
い
も
の
に
は
蓋
を
」
式

の
方
法
、

「
放
棄
」
と
い
う
方
法
を
選
択
し
て
き
ま
し
た
。

よ
り
深
刻
で
、

は
す
ぐ
に
新
た
な
、

き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。

再
生
を
諦
め
、

そ
れ
は
問
題
の
本
質
を
捉
え
、

抜
本
的
対
策

私
た

言
い
替
え

こ
の
選
択

よ
り
範
囲
の
広
い

問
題
を
引

「多
摩
川
は
汚
い
」
か
ら
と
い
っ
て
そ
の

玉
川
浄
水
場
も
放
棄
し
て
し
ま
え
ば
ど
の
よ
う
な

問
題
が
生
じ
る
の
か
、
否
、
す
で
に
こ
の
状
態
が
事
実
上
二
0
年

も
つ
づ
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
る

の
か
を
こ
こ
で
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
、
多
摩
川
の
汚
濁
の
進
行
は
市
民
を
川
か
ら
遠
ざ
け
ま
し
た

泳
け
な
い
、
飲
め
な
い

‘
釣

っ
た
魚
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
な

い
、
そ
ん
な
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
多
摩
川
は
、
下
水
と
雨
水
の

る
こ
と
に
よ
り
生
じ
て
い
る
問
題
は
？
・

ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
代
替
の
水
源
を
ど
こ
か
に
確
保
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
よ
そ
の
地
域
か
ら
の
水
収
奪
で
す
。

具
体
的
に
ど
こ
が
代
替
か
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
東

京
水
道
全
体
と
し
て
み
れ
ば
利
根
川
水
系
に
代
替
さ
せ
て
い
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
数
字
合
わ
せ
で
み
れ
ば
、
こ
こ
で
取
水
停
止

し
て
い
る
上
水
水
源
と
し
て
の
毎
秒
約
二
面
の
水
量
は
、
東
京
都

が
霞
ヶ
浦
に
求
め
て
い
る
水
量
に
一
致
し
て
い
る
の
で
す
。

つ
ぎ
に
、
多
摩
川
の
水
利
目
的
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

多
摩
川
の
環
境
基
準
を
決
め
る
と
き
、
水
道
用
水
源
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
記
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ

今
で
も
な
お
最
終
目
標
は

B
類
型
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ

で
も
し
、
水
道
用
と
し
て
の
水
利
椛
放
棄
的
状
況
が
さ
ら
に
長
引

き
、
行
政
上
も
水
利
権
放
棄
と
確
認
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
で
も

な
れ
ば
、
環
税
甚
準
目
標
も
必
然
と
し
て
後
退
し
て
し
ま
う
で

し
ょ
う
。
多
摩
川
を
再
生
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
、
東
京
都
は
玉
川

浄
水
場
を
上
水
浄
水
場
と
し
て
再
開
さ
せ
る
具
体
的
日
程
を
あ
げ

る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

い
く
ら
な
ん
で
も
今
す
ぐ
に
玉
川
浄
水
場
か
ら
上
水
を
出
せ
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
一

九
七
二
年
に
出
さ
れ
た
玉
川
系
水
道
水
質
調

そ
の
6

が
で
き
る
の

e.＼

都
市
と
川
の
つ
き
合
い
方
を
さ
く
ろ
う

ど
う
し
た
ら
多
摩
川
を
甦
え
ら
せ
る
こ
と

184 
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第61’位 甦えれ多1ft川

れ
て
い
る
取
水
基
準
を
現
在
の
多
摩
川

ん
ど
満
た
し
て
は
い
ま
す
が
、
こ

査
会
の
答
申
で
挙
げ
ら

た
よ
う
に
、
当
時
な
ん
と
か
取
水

（
調
布
取
水
堰
地
点
）
は
ほ
と

、
そ

の
基
準
を
満
た
し
て

の
甚
準
そ
の
も
の
は
先
に
記
し

。

H
量

一
五
万
面
程
度
な
の

す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
た
め
に
甘
く

と
も
思
え
ま
す
が
、
第

い
て
も
取
水
再
開
と
は
い
き
ま
せ
ん

ン
•
生
物
活
性
炭
処
理なら
ば

こ
の
よ
う
な
処
理
方
式
は
緊
急
避
難
と

で
、
オ
ゾ

、
人
間
だ
け
救
わ
れ
う
る
か
の
ご

4
章
で
記
し
た
よ
う
に
、

、
採
用
を
す
す
め
た
く
あ
り

し
て
は
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
し

た
上
で
の
再
開
で
あ

っ
て

と
き
幻
想
を
助
長
す
る
だ
け
な
の
で

浄
水
場
の
再
開
と
は
切
り
離

ま
せ
ん
。
や
は
り
、
川
を
き
れ
い
に
し

は
し
い
の
で
す
。
多
摩
川
の
再
生
と

し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

う
な
ら
は
、
多
摩
川
の
汚
濁
負
荷
量
を
下
げ
る
こ
と

と
に
つ
き

一
言
で
い

と
、
自
浄
作
用
を
高
め
る
こ

と
、
水
量
を
多
く
す
る
こ

る
で
し
ょ
う
。

お
よ

と
の
流
入
水
量
•
そ

の
累
積

と
の
流
入
汚
濁
負
荷

先
に
図
6

ー

1
で
地
点
ご

1
6
1
9
で
地
点
ご

び
多
摩
川
本
川
の
汚
濁
負
荷
量
に
つ
い
て

び
本
川
流
量
を
、
図
6

量
•
そ

の
累
積
、
お
よ

じ

っ
く
り
検
討
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
が
ら
で
す
。

二、

B
O
D
は
平
瀬
川

・
浅
川
と
い
っ
た
河
川
か
ら
の
負
荷
と
排

水
樋
管
か
ら
の
負
荷
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
北
多
摩

一
号
処
理
場

も
気
に
な
り
ま
す
。
こ
の
図
か
ら
は
一
カ
所
か
ら

一
度
に
流
人
負

荷
が
か
か
る
と
、
は

っ
き
り
と
し
た
自
浄
作
用
は
現
れ
に
く
い
こ

と
が
読
み
取
れ
ま
す
。
排
水
樋
管
に
つ
い
て
は
、
お
の
お
の
の
流

量
が
日
量
せ
い
ぜ
い

三
万
面
程
度
で
す
か
ら
、
排
出
源
（
家
庭
排

水
が
主
で
す
が
）
で
、
あ
る
い
は
五
〇
歩
譲
っ
て
本
川

へ
の
合
流

前
で
の
処
理
、
が
容
易
か
つ
合
理
的
と
思
わ
れ
ま
す
。
流
量
の
多

い
河
川
と
下
水
処
理
場
は
、
多
摩
川
で
は
自
流
に
よ
る
希
釈
効
果

は
期
待
で
き
な
い
の
で
、
い
く
ら
か
見
込
ま
れ
る
自
浄
作
用
を
期

待
し
て
も
、
せ
め
て
本
川
に
人
る
前
で
四
＼
五

mg/
£
以
下
に
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
、
水
道
水
源
と
し

て
の
最
低
の
基
準
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る

B
O
D
三

mg/
£
以

下
と
い
う
環
境
基
準
B
類
型
に
達
す
る
こ
と
が
い
つ
ま
で
も
で
き

な
い
で
し
ょ
う
。

三
、
全
窒
索
に
つ
い

て
は
浅
川
・
平
瀬
川
と
い
う
河
川
と
、
北
多

摩

一
号
あ
る
い
は
多
摩
川
上
流
処
理
場
と
い
っ
た
下
水
処
理
場
か

ら
の
負
荷
羅
が
大
き
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
排
水
樋
管

か
ら
の
負
荷
醤
は
小
さ
く
、
排
水
樋
管
に
は
屎
尿
浄
化
槽
か
ら
の

多
摩
川
の
再
生
ー
ー
水
源
と
し
て

め
ま
す
。

述
べ
ま
し
た
の
で
、

は

一
年
か
ぎ
り
の

一

＂
、
あ
ま
り
断
定

こ
こ
に
掲
げ
た
グ
ラ
フ

の
基
礎
デ
ー
タ
ー

平
均
値
な
の
て

し
て
の
見
解
を

詞
も
し
く
は
四
囮
の
測
定
値
の

―
つ

の
見
方
と

し
た
言
い
方
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

本
11

以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。入

負
荷
量
の
累
積
値
よ
り
も

）

-
、

一
般
に
あ
る
地
点
間
で
流

本
川
は
そ
の
区
間
で
自
浄
作
用
を
も

っ

。
ど
の
汚
濁
質
も
多
摩
川
原
橋
を
過
ぎ

負
荷
量
が
少
な
け
れ
ば
、

っ
て
い

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

流
入
負
荷
羅
の
累
積
値
よ
り
低
く
な

本
川
流
量
が
流

る
と
本
川
負
荷
聾
が

で
は
砧
下
の
地
点
付
近
で

こ
れ
は
砧
上

ま
す
。
一

方
図
6

ー

1

っ
て
い
ま
す
が
、

一
万
面
取
水
さ
れ
、

二
か

入
流
量
の
累
積
値
よ
り
少
な
く
な

い
る
か
ら
で
す
。

浄
水
場
と
砧
下
浄
水
場
で
日
量
平
均

一

五
万
面
取
り
入
れ
ら
れ
て

の
地
点
の
平
均
流
量
の
二

0
%

領
用
水
に
も

B
量
約

一

し
か
し
、
そ
の
合
計
取
水
量
は
こ

。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
多
摩
川
原

て
多
摩
川
は

B
O
D
系
汚
濁

に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん

橋
か
ら
平
瀬
川
の
合
流
地
点
に
か
けい

る
よ
う
で
す
。

、
て
は
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ

質
に
対
す
る
自
浄
作
用
を
も
っ
て

こ
。
自
浄
作
用
に
つ
い
て
は
今
後

多
摩
川
が
も
つ
自
浄
作
用
に
つ
し

る
も
の
の
み
こ
こ
で
ふ
れ
ま
し

f

放
流
水
が
あ
ま
り
流
れ
込
ん
で
い
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
汲

取
り
が
多
い
と
思
わ
れ
る
）
。
屎
尿
処
理
場
か
ら
の
排
水
は
全
窒
素

濃
度
が
高
い
も
の
の
水
量
は
少
な
い
た
め
、
全
負
荷
量
に
占
め
る

割
合
は
小
さ
い
よ
う
で
す
。
全
窒
索
は

B
O
D
と
異
な
り
、
本
川

で
は
自
浄
作
用
を
さ
し
て
受
け
な
い
よ
う
で
す
。
調
布
取
水
堰
地

点
で
の
ア
ン
モ

ニ
ア
性
窒
索
と
全
窒
索
に
つ
い
て
は
浄
水
処
理
の

面
と
水
道
水
の
安
全
性
か
ら
み
て
前
者
を

一
mg/
£
以
下
に
、
ま

た
全
窒
索
は
せ
め
て
五

mg/
£
以
下
に
抑
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
全
体
で
全
窒
素
の
流
入
負
荷
量
を
現
在
の
四
分
の

一
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
下
水
処
理
場
に
は
、
今
す
ぐ

に
で
も
脱
窒
機
能
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
機
能
を

も
た
せ
た
と
し
て
も
放
流
水
中
の
全
窒
素
濃
度
を
五

mg
/
Q
程
度

に
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、
け

っ
し
て
不
可
能
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
そ
れ
が
無
理
と
判
断
さ
れ
る
の
な

ら
ば
、
各
家
庭
に
脱
窒
機
能
を
も

つ
合
併
処
理
浄
化
槽
を

つ
け
さ

せ
る
し
か
な
い
で
し

ょ
う
。

浅
川
や
平
瀬
川
に
つ
い
て
は
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
、
適
切

な
対
策
を
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

四、

全
リ
ン
に
つ
い
て
は
そ
の
様
相
が
全
窒
索
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
（
調
布
取
水
堰
地
点
で
の
水
道
に
と
っ
て
の
制
御
目
標
値
は
未

っ
て
話
を
す
す

68
 

J

こ
で
も
こ
れ
ら
の
図
に
そ

ー
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ま
9
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私
た
ち
が
破
壊
し
て
し
ま

っ
た
多
摩
川
な
の
で
す
。

き
て
い
る
期
間
は
せ
い
ぜ
い
九

0
年
。

と
未
来
を
も
っ
て
い
ま
す
。

引
き
継
い
だ
も
の
を
も
と
の
形
に
直
す
義
務
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

な
ら
な
く
し
て
死
ん
で
ゆ
く
と
し
た
ら
、

ま
す
。水

そ
の
も
の
は
、
き
た
な
く
て
飲
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
け
っ

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

の
で
す
。

れ
を
除
け
ば
よ
い
の
で
す
が
、

ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
の
で
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
河
川
•
海

の
破
壊
、
渇
水
騒
ぎ
と
か
水
収
奪
が
ま
か
り
通
る
の
で
す
。

ず
に
す
む
方
法
、

と
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
当
然
な
の
で
す
。

水
の
甚
準
に
ま
で
改
善
で
き
る
技
術
は
開
発
さ
れ
て
い
る
は
ず
で

す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
の
構
造
に
一
工
夫
加
え
、

図6-13 洗剤年間出荷量

れ
し
で
利
水

・
親
水
の
両
機
能
を
併
せ
も

っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
自
分
た
ち
が
死
ぬ
前
に、

甘
い
汁
を
吸
い
尽
く
し
て
、

な
ん
と
か
こ
の
問
題
を
解
決
し
た
い
も
の
で
す
。

な
か
に
何
か
が
と
け
込
ん
で
い
る
か
ら
汚
い

人
間
が
汚
し
て
飲
め
な
く
し
て
し
ま
っ
た
の
な
ら
ば
汚

碑 A
9 •• .•, ..... .•,.i 
i'•:• . .，iD 

汚
れ
を
除
か
ず
に
捨
て
る
か
ら
さ

家
庭
内
循
環
利
用
、

1000 

800 

600 

石蔽
非イオン活性剤

碑 B
;・・:_・：勺 E

胆イオン活性剤 彦忽 C
冠性イオン活性剤

陽イオン活性剤

4OO 

私
た
ち
の
生

人
類
は
遥
か
に
長
い
歴
史

あ
と
は
使
い
も
の
に

あ
ま
り
に
も
勝
手
す
ぎ

嘉 200 

捨
て

地
域
内
循
環
利
用
が
も

っ

各
家
庭
の
排
水
を
飲
料

脱
窒
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
そ
ん
な
に
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
脱
窒
合
併
処
理
浄
化
槽
が
開
発
さ
れ
大
量
生
産

千
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1975 1碑 1985 1987 

化学工業統計年報による

検
討
）

五、

M
B
A
s
（
陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
）
に
つ
い
て
は
そ
の
様

相
か

B
O
D
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
本
川
で
は

B
O
D
以
上
に
浄

化
作
用
を
受
け
て

い
る
よ
う
で
す

（無
害
な
も
の
に
ま
で
分
解
し

て
い
る
の
か
否
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
）
。
調
布
取
水
堰
地
点
で
の

平
均
濃
度
は
最
悪
の
頃
か
ら
比

べ
る
と
約

一
0
分
の
一
に
な
っ
て

い
ま
す
。
調
布
取
水
堰
地
点
た
け
で
問
題
を
立
て
る
な
ら
ば
、
発

泡
面
か
ら
み
る
と
、
常
に
0

•

三

m
g/
£
以
下
で
あ
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
流
入
地
点
か
調
布
取
水
堰
地
点
と
近

す
ぎ
て
浄
化
作
用
か
現
れ
に
く
い
平
瀬
川
、
諏
訪•

宮
内
両
樋
管

へ
の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。
最
近
で
は

M
B
A
S
法
で
は
検
出
さ

れ
な
い
合
成
洗
剤
が
同
法
で
検
出
さ
れ
る
合
成
洗
剤
以
上
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
（
図
6
ー
認
参
照
）
。
安
全
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
合

成
洗
剤
の
使
用
を
止
め
る
こ
と
が
第
一
に
望
ま
れ
ま
す
。

多
摩
川
問
題
は
束
京
と
神
奈
川
に
と

っ
て
焦
眉
の
課
題
で
す
。

わ
ず
か
五
年
間
で
利
水
と
親
水
の
機
能
を
奪
い
取
ら
れ
た
多
摩
川

…
…
。
高
度
経
済
成
長
の
大
き
な
ッ
ケ
が
以
来
三
0
年
も
つ
き
ま

と
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
た
ち
が
先
人
か
ら
引
き
継
い
だ
多
摩
川

さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

設
罹
費
用
込
み
で
も
五
人
家
族
用
が
百

万
円
を
割
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
話
を
金
町
に
転
ず
る
な
ら

ば
、
あ
の
坂
川
対
策
も
含
め
た
全
費
用
数
百
億
円
で
こ
の
合
併
処

理
浄
化
槽
が
数
万
槽
も
設
置
で
き
る
の
で
す
。
ど
ち
ら
が
合
理
的

か
は
い
わ
ず
も
が
な
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
道
水
源
を
河
川
の
下
流
部
に
求
め
、

下
水
処
理
水
は
そ
の
上

流
側
に
放
流
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
構
造
は
水
道
水
源
を
汚
染
す
る
と
い
う
こ
と
で
嫌
わ

の
で
す
。

る
か
ら
で
す
。

れ
ば
、

に
保
た
れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。

果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、

分
た
ち
の
水
道
で
あ
る
な
ら
ば
な
お
さ
ら
、

放
流
先
で
あ
る
川
の
水
質
は
保
全
さ
れ
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
水
の
循
環
利
用

今
の
と
こ
ろ
、

れ
て
い
ま
す
が
、

ろ
、
そ
れ
を
地
域
内
循
環
利
用
の

一
例
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
も

私
た
ち
は
む
し

河
川
そ
の
も
の
を
水
質
悪

化
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
構
造
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な

下
流
で
水
道
水
源
と
し
て
利
用
し
、

そ
れ
も
、
自

人
び
と
は
下
水
処
理

の
あ
り
か
た
に
最
大
の
注
意
を
払
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
下
水
処
理

の
規
模
と
処
理
方
式
が
適
正
な
下
水
処
理
場
か
ら
の
放
流
水
で
あ

生
態
系
も
健
全

神
奈
川
県
の
水
道
は
こ
の
よ
う
な
方
式
を
と

っ

相
模
川
と
酒
匂
川
の
水
質
が
東
京
の
川
に
く
ら
べ
て

今
の
と
こ
ろ
良
好
な
の
は
、
こ
の
構
造
が
あ
る
か
ら
で
す
。
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実
は
玉
川
浄
水
場
と
多
摩
川
の
関
係
も
そ
の
例
な
の
で
す
か
、

東
京
都
は
、
調
布
取
水
堰
地
点
の
水
質
悪
化
を
理
由
に
、

実
質
的

に
玉
川
浄
水
場
を
放
棄
し
て
し
ま
い
、
今
も
な
お
多
磨
川
の
水
質

改
善
の
努
力
を
怠
る
と
い
う
‘

一
番
悪
い
例
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

多
摩
川
を
甦
え
ら
せ
る
に
は
、

め
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

羽
村
取
水
堰
で
の
取
水
を
止
め
、

そ
の
分
も
含
め
て
調
布
取
水
堰
で
取
水
す
る
こ
と
で
す
。

な
流
域
下
水
道
に
よ
る
下
水
処
理
や
、

大
規
模

本
来
多
摩
川
に
流
れ
込
む

は
ず
の
下
水
や
雨
水
を
直
接
東
京
湾
に
捨
て
る
よ
う
な
こ
と
を
止

そ
の
代
わ
り
、

下
水
は
脱
窒
機
能
の
あ

る
合
併
処
理
浄
化
槽
や
同
等
以
上
の
機
能
を
も

つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
し
く
は
小
規
模
処
理
場
な
ど
で
こ
ま
め
に
処
理
し

な
る
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、

雨
水
に
つ
い
て

プ
ラ
ン
ト
、

て
、
よ
り
近
く
の
支
川
を
経
て
多
摩
川
へ
流
し
、

は
地
下
浸
透
を
心
が
け
、
大
雨
時
の
み
、
一
部
は
分
流
式
に
し
て

支
川
を
経
て
多
摩
川
へ
流
す
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
路
か
で
き
あ
か
れ
ば
多
摩
川
は
甦
え
り
、
質
・

量
ど
ち
ら
の
意
味
で
も
水
源
自
立
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

原
理
上
、

水
道
用

結
果
的
に
そ
の
取
水
口
よ
り
も
上
流

多
摩
川

と
し
て
取
水
さ
れ
た
水
は
、

に
、
き
れ
い
な
水
と
な
っ
て
戻
さ
れ
る
の
で
、

の
水
量
は
水
道
原
水
と
し
て
利
用
し
て
も
減
少
す
る
こ
と
が
な
く

多
摩
川
の
生
態
系
が
十
分
な
も
の
に

此
の
利
益
は
力
り
を
追
求
し
、

然
系
の
こ
と
を
な
い

が
し
ろ
に

し
た
か
ら
で
す
。
排
水
処
理
の
立
ち
後
れ
も
目
だ
ち
ま
す
。

排
水
処
理
に
は
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
排
水
処
理
に
か
か

る
個
々
の
費
用
を
誰
が
負
担
す
る
か
が
語
ら
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

受
益
者
負
担
の
原
則
も
い
い
の
で
す
が
、
誰
か
受
益
者
で
あ
る

の
か
を
見
定
め
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
口
が
集
中
し

て
い
な
い
と
こ
ろ
な
ら
ば
排
水
処
理
は
き
わ
め
て
簡
単
で
す
。
屎

尿
は
肥
料
に
、
雑
排
水
は
そ
の
辺
に
捨
て
る
だ
け
で
よ
く
、
あ
と

は
大
地
が
自
然
に
処
理
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
人

口
が
集
中
し
、
か
つ
、
化
学
肥
料
が
屎
尿
の
自
然
還
元
を
追
い
や
っ

た
昨
今
の
都
市
で
は
そ
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
が
お
互
い

に
快
適
な
生
活
を
つ
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
た
と
え
生
活
排
水

で
あ

っ
て
も
、
も
は
や
処
理
せ
ず
に
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
す
。
結
局
、
東
京
に
何
か
を
求
め
て
集
ま
っ
て
き
た
人
た
ち

（法

人
も
含
め
て
）
、
つ
ま
り
、
人
口
集
中
に
よ
る
受
益
者
、
が
取
り
も

直
さ
す
排
水
処
理
の
受
益
者
な
の
で
す
。

人
日
集
中
に
よ
る
受
益
者
と
い
う
と
あ
ま
り
に
も
漠
然
と
し
て

い
ま
す
が
、
受
益
の
大
き
さ
か
ら
み
る
と
、
企
業
が
ま
す
第

一
に

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

話
を
東
京
に
か
ぎ

っ
て
す
す
め
ま
す
。
企
業
は

束
爪
が
政
治
と
経
済
の
中
心
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
と
そ
の
周

ー：エ、

な

i
(

ら
ば
、

「
雇
用
者
負
担
の
原
則
」

水
道
水
の
水
質
的
不
安
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
れ
は
現
在
て
は
空
想
に
近
い
も
の
で
す
。

水
し
て
上
流
地
域
ま
て
水
道
水
を
配
る
に
は

水
場
に
送
る
と
し
て
も
）
、
今
ま
で
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と

し
ま
す
し
、

新
た
な
施
設
か
必
要
と
な
り
、

か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

下
流
で
取

（
原
水
を
今
あ
る
浄

費
用
が
ど
れ
ほ
ど
か

こ
の
よ
う
な
考
え
方
、

で
水
道
原
水
を
取
水
す
る
と
い
う
考
え
方
、

下
流
部

か
な
い
か
ぎ
り
都
市

と
川
と
の
よ
い
つ
き
合
い
は
生
ま
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
水
源
が
汚

れ
た
か
ら
よ
そ
で
取
水
す
る
、
と
い
う
や
り
か
た
で
は
先
が
な
い

の
確
立
を

よ
り

の
で
す
。

多
摩
川
に
は
そ
の
支
川
も
含
め
、
多
く
の
市
民
団
体
が
、

よ
い
川
と
人
間
と
の
関
係
を
求
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
多
摩
川
の
再
生
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
合
う
な

「
甦
え
れ
多
摩
川
」
は
近
い
将
来
に
実
現
す
る
で
し
ょ
う
。

最
後
に
下
水
処
理
に
か
か
る
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
都
市
か
拡
大
し
、
人
口
が
集
中
し
た
こ
と

と
、
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
り
（
化
学
肥
料
の
台
頭
は
そ
の
よ
い

例
）
、
川
は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
日
の
集
中
の
利
益
と
企

辺
に
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
企
業
は
多
く
の
被
雇
用
者
を
か
か
え
、

被
雇
用
者
の
労
働
の
成
果
と
し
て
利
益
を
得
て
い
ま
す
。
被
雇
用

者
あ

っ
て
の
企
業
で
す
。
企
業
は
被
雇
用
者
の
生
活
と
生
活
圏
に

つ
い
て
も
相
当
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。
被
屈
用
者
の
排
水
処
理
に

つ
い
て
も
企
業
（
雇
用
者
）
に
相
当
の
責
任
が
あ
る
は
ず
で
す
。

大
き
な
企
業
は
社
宅
を
も

っ
て
い
ま
す
。
社
宅
の
排
水
処
理
の
責

任
は
、
持
ち
主
で
あ
る
企
業
に
か
か
り
ま
す
。
こ
の
関
係
を
も

っ

と
広
げ
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
全
部
と
は
い
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の

半
分
で
も
雇
用
者
側
に
責
任
を
も
た
せ
る
と
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
考
え
方
を
仮
に
、
「
屑
用
者
負
担
の
原
則
」
と
で
も
名
付
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

何
も
排
水
処
理
だ
け
で
は
な
く
、

水
道
に
し
て
も
交
通
に
し
て

も
し
か
り
で
す
。
人
口
集
中
の
う
ま
み
だ
け
を
む
さ
ほ
る
と
き
は

過
ぎ
た
の
で
す
。
「雇
用
者
負
担
の
原
則
」
に
つ
い
て
は
今
後
引
続

き
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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現
場
で
働
く
人
た
ち
か 、

そ
の
疑
問
に
答
え 、

さ
ら
に
討
議
を
重

ね
な
が
ら
作
成
作
業
は
す
す
め
ら
れ
た
の
で
す 。

そ
の
過
程
に
は 、

川
の
歴
史
を
た
ど
る
調
査
や 、

市
民
の
水
に
関
し
て
の
意
識
を
探

る 、

女
性
た
ち
独
自
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー

ク
も
あ
り
ま
し
た 。

こ

の
水
白
書
に
は 、

東
京
に
入
っ
て
く
る
水 、

そ
し
て
出
て
い
く
水

の
収
支
を
は
じ
き
だ
し
て
み
よ
う
と
い
う
冒
険
的
な
試
み
も
あ
り 、

お
そ
ら
く

東
京
の
水
を
総
合
的
に
と
ら
え
て
論
じ
た
初
め
て
の
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う 。

本
書
が 、

飲
み
水
へ
の
不
安
や 、

死
に
つ
つ
あ
る
川
の
水
に
疑

問
を
感
じ 、

蛇
口
の
向
こ
う
を
覗
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
人
た
ち

に
と
っ
て 、

絶
好
の
入
門
書
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す 。

そ
し

て 、
こ
の
本
を
き
っ
か
け
に
し
て 、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が「
水」

と
の
対
話
を
始
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す 。

ま
た 、

私
た
ち

は
本
書
の
な
か
で 、

さ
ま
ざ
ま
な
水
の
政
策
を
提
案
し
て
い
ま
す 。

ま
す
ま
す
集
中
化
し
巨
大
化
し
つ
つ
あ
る
東
京
は 、

こ
こ
で
生
活

す
る
私
た
ち
を
は
じ
き
だ
そ
う
と
動
い
て
い
る
か
の
よ
う
で
す 。

こ
の
東
京
を
生
活
者
に
や
さ
し
い
町 、

地
球
に
や
さ
し
い
町
に
つ

く
り 、

変
え
よ
う
と
す
る
試
み
は 、

並
大
抵
の
も
の
で
は
な
い
よ

う
で
す 。

し
か
し

私
た
ち
は
本
書
で 、

生
き
生
き
と
し
た
「
水」

を
取
り

戻
す
こ
と
が
け
っ
し
て
不
可
能
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
た

つ
も
り
で
す 。
「
水」
を
甦
え
ら
せ
る
た
め
の
市
民
か
ら
の
政
策
提

案
活
動
に 、

本
書
が
役
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
著
者
一
同
願
っ
て
い

ま
す 。臼

書
つ
く
り
で
は 、

ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
聞
き
取
り
調
査
で
多

く
の
市
民
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た 。

ま
た 、

本
書
作
成
に
あ

た
っ
て 、

た
い
へ
ん
多
く
の
図
表
の
リ
ラ
イ
ト
を 、

東
京
の
水
を

考
え
る
会
の
西
川
耕
史
さ
ん
に
担
当
い
た
だ
き
ま
し
た 。

そ
し
て

出
版
に
際
し
て
は 、

北
斗
出
版
の
長
尾
愛一

郎
さ
ん
に
約
一
か
年

に
亘
っ
た
編
集
会
議
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き 、

ア
ド

バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た 。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す 。

一
九
九
0
年
三
月

（
追
記）

水
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
や
専
門

家
の
方
々
に
は 、

本
書
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版「
東
京
の
水
白
書」
(
B
5

判 ‘

二
九
七
ペ
ー
ジ 、

二
千
円）
の
購
読
を
お
蒻
め
い
た
し
ま
す 。

盃
東
京
の
水
臼
書』
の
購
入
申
し
込
み
は 、

束
京
・

生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
6
0
3
|
5
3
8
9
ー
8
4
9
5
へ 。

著
者
一
同
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